遠地情報収集ソフトウェアの開発

仕様書

㈲テリス研究所
遠地情報収集ソフトウェアの開発：
遠距離被害情報収集機能プラグイン(LRF制御)・利用方法について

①　インストール

遠距離被害情報収集機能は被害情報収集システムのプラグインとして提供されます。被害情報収集システムのプラグインフォルダ内に遠距離被害情報収集機能のDLLファイルをコピーするだけで利用することが出来ます。コピーが完了したら被害情報収集システムを起動してください。

　被害情報収集システム画面上部のメニューバーのプラグインをマウスでクリックすると登録してあるプラグインが表示されますので、この中から「LRF制御プラグイン」を選択してください。

画面左側に遠距離被害情報収集機能(LRF制御)ツールバーが表示されます。
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②　利用方法

1. ボタンについて

1-1 「測定開始」ボタン

測定開始ボタンをマウスで選択すると、遠距離被害情報収集機能のメイン画面が表示されます。
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1-2 「測定データクリア」ボタン

測定データクリアボタンをマウスで選択すると、登録済みの測定データをすべて削除します。この機能を利用してデータをクリアしてしまうとクリアデータの復元や再表示が出来なくなりますので、ご注意ください。
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2.機器の接続と設定

2-1 接続

　遠距離被害情報収集機能を利用するにはPCとレーザー測量機をケーブルにて接続する必要があります。PCにシリアルポート(RS-232Cポート)がある場合はレーザー測量機の付属ケーブルにてPCと接続してくださいPCにシリアルポートがない場合はUSB→シリアルポート変換機を利用してレーザー測量機に付属のケーブルと接続してください。

2-2 設定

　PCとレーザー測量機の接続が完了したら、次は接続したポートの設定を遠距離被害情報収集機能に加えます。遠距離被害情報収集機能プラグインから遠距離被害情報収集メイン画面を表示してください。メイン画面上部のメニューにある「設定」から「接続設定」をマウスで選択してください。設定画面が表示されます。この設定画面のCOM番号入力欄にシリアルポートの番号を入力してください。(※シリアルポートの番号はWindowsのコントロールパネル→管理ツール→デバイスマネージャから調べることが出来ます。)　入力できたら「登録」ボタンを押してください。情報が登録されます。

　この項目はPCのレジストリに登録されますので、次回利用時はこの設定を行なう必要はありません。
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3.遠距離被害情報収集機能メイン画面の利用方法

遠距離被害情報収集機能のメイン画面では画面上部の項目から順番に情報を設定や

ボタンを押下することで遠距離情報の入力と測定が可能です。
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3-1 入力する被害情報の種類を選択する。

測定する被害の種類を選択します。デフォルト設定は火災被害です。

他の被害(建物・道路・人的)を入力したい場合はコンボボックスから被害を選択してください。
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3-2 観測地点を入力する
レーザー測量を行なう地点(観測地点)を地図上に入力します。

「観測地点の登録」ボタンを押すとマウスが地点入力モードとなりますので地図上の現在地点(観測地点)をクリックしてください。
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3-3 レーザー測量機を利用して地点の測定を行なう

観測地点の入力が完了するとレーザー測量が可能となります。

「計測開始」ボタンを押してレーザー測量機にて測定を行なってください。計測が終了すると自動的に属性情報入力画面が表示されます。







3-4 属性情報を入力する

表示された属性情報入力画面に情報を入力してください。

コンボボックスによる情報選択は必須項目となっております。情報が入力できたら「登録」ボタンを押してください。地図上に計測ポイントが表示されます。
また「キャンセル」ボタンを押すとデータ被害情報の入力がキャンセルされます。





3-5 手入力による被害情報地点登録

レーザー測量機は観測地点の磁場の影響を受けるため、計測した方位角・傾斜角(※)に誤差が発生する場合があります。この場合はレーザー測量機の計測する値ではなく三脚等に記載されている方位角・傾斜角を手で直接入力して地図に被害地点を入力することが可能です。

手入力情報欄に「距離(m)」「方位角(度)」「傾斜角(度)」をそれぞれ入力して「地点入力」ボタンを押してください。入力内容に問題なければ属性入力画面が表示されます。任意の値を入力して「登録」ボタンを押すと地図上にポイントが表示されます。

※方位角・傾斜角は磁場の影響を受けますが、距離の測定にはレーザーを使用しますので磁場の影響を受けずそのまま利用する事ができます。










3-6 測定ポイントの移動
メイン画面下部にある「ポイント移動」機能を利用するとポイントを移動することが出来ます。

「ポイント移動」ボタンを押したのち地図上の移動したいポイントをマウスで選択してください。確認のメッセージが表示されますので「はい」を選択してください。地図上の任意の地点をクリックするとその地点にポイントが移動します。












3-7 測定ポイントの削除

メイン画面下部にある「ポイント削除」機能を利用するとポイントを削除することが出来ます。

「ポイント削除」ボタンを押したのち地図上の削除したいポイントをマウスで選択してください。確認のメッセージが表示されますので「はい」を選択してください。ポイントが削除されます。




ん






4 登録したデータとデータの移動・受け渡しについて

　登録した被害情報は表示中のマップデータフォルダ内のGrLayerフォルダにlrfl.XMLファイルがあり、遠距離被害情報が格納されています。このファイルは被害情報収集システム共通のデータ形式ですので、他のPCの同フォルダへ移動して情報を確認することが可能です。

被害情報収集システム画面





プラグインフォルダにDLLをコピーすると一覧に「LRF制御プラグイン」が追加されます。





遠距離被害情報収集機能ツールバーが


画面左側に表示されます。





「LRF制御プラグイン」を選択





「測定開始」ボタン





「遠距離被害情報収集」画面





「遠距離被害情報収集」画面





「接続設定」を選択します。





COM番号(シリアル番号)を入力して


「登録」ボタンの押下で登録





COM番号設定画面





「現在地点指定」を選択してください。





「観測地点の登録」ボタンを押すと


地図選択モードとなります。


地図画面上の現在地点を


クリックしてください。





登録されると現在地点に十字のアイコンが表示されます。





「計測を開始してください」のメッセージが表示されますので、このメッセージで「OK」を押した後レーザー測量機にて計測を行なってください。





計測が終了すると自動的に属性(被害)情報入力画面が表示されます。





「登録」ボタンを押すと被害情報が登録されます。





「キャンセル」ボタンを押すと被害情報の登録がキャンセルされます。





任意の値を入力してください。





「地点入力」ボタンを押すと属性入力画面が表示されます。








属性情報を入力して「登録」ボタンを押してください。





地図上に計測ポイントが表示されます。





地図上に計測ポイントが表示されます。





移動したいポイントをクリックすると移動確認のメッセージが表示されます。





「ポイント移動」ボタンを押してください。





移動モード中はガイド線が表示されます。移動したい地点でマウスをクリックしてください。





移動完了





「ポイント削除」ボタンを押してください。





削除確認メッセージが表示されます。削除してよければ「はい」を選択してください。ポイントが削除されます。





削除したいポイントをマウスでクリックしてください。





「測定データクリア」ボタン








